
(57)【要約】

【課題】確実にスリーブを固定することができる穿刺ア

ダプタを提供する。

【解決手段】アーム１４とフック１８が互いに固定的に

連接されており、さらに、境界部１７を支点として二つ

のアーム１４，１６が開閉自在に交差しているため、ア

ーム１４の開閉動作に連動してフック１８が動作する。

つまり、スリーブ２０がアダプタ本体１２の溝に挿入さ

れた状態、つまり、図１の（Ｂ）に示す状態において、

二つのアーム１４，１６が超音波探触子を挟持すると、

それと同時にフック１８がスリーブ２０に引き掛けられ

る。また、二つのアーム１４，１６が超音波探触子を解

放すると同時にフック１８がスリーブ２０から外される

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 探 触 子 へ 自 在 に 着 脱 さ れ 、 さ ら に 、 穿 刺 針 を 通 す た め の ス リ ー ブ が 自 在 に 着 脱 さ
れ て 穿 刺 針 の 太 さ に 応 じ た ス リ ー ブ が 選 択 的 に 装 着 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ に お い て 、
　 ス リ ー ブ の 伸 長 方 向 に 沿 っ た ス リ ー ブ 挿 入 溝 が 設 け ら れ た ア ダ プ タ 本 体 部 と 、
　 前 記 ス リ ー ブ 挿 入 溝 に 挿 入 さ れ た ス リ ー ブ を 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 へ 固 定 す る ス リ ー ブ 固
定 部 と 、
　 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 を 超 音 波 探 触 子 へ 固 定 す る ア ダ プ タ 固 定 部 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 ア ダ プ タ 固 定 部 に よ る ア ダ プ タ 本 体 部 の 固 定 動 作 に 連 動 し て 前 記 ス リ ー ブ 固 定 部 が
ス リ ー ブ を 固 定 し 、 さ ら に 、 前 記 ア ダ プ タ 固 定 部 に よ る ア ダ プ タ 本 体 部 の 解 放 動 作 に 連 動
し て 前 記 ス リ ー ブ 固 定 部 が ス リ ー ブ を 解 放 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ に お い て 、
　 前 記 ス リ ー ブ 固 定 部 は 、 ス リ ー ブ の く び れ 部 分 に 引 き 掛 け ら れ る こ と に よ り 当 該 ス リ ー
ブ を 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 へ 固 定 す る フ ッ ク で 構 成 さ れ 、
　 前 記 ア ダ プ タ 固 定 部 は 、 超 音 波 探 触 子 を 挟 持 す る こ と に よ り 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 を 超 音
波 探 触 子 へ 固 定 す る 二 つ の ア ー ム で 構 成 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ に お い て 、
　 前 記 二 つ の ア ー ム の う ち の 一 方 の ア ー ム と 前 記 フ ッ ク は 、 互 い に 固 定 的 に 連 接 さ れ 、
　 前 記 二 つ の ア ー ム は 、 前 記 一 方 の ア ー ム と 前 記 フ ッ ク と の 連 接 部 を 支 点 と し て 開 閉 自 在
に 交 差 す る よ う に 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 へ 取 り 付 け ら れ 、
　 こ れ に よ り 、 前 記 二 つ の ア ー ム が 超 音 波 探 触 子 を 挟 持 す る と 同 時 に 前 記 フ ッ ク が ス リ ー
ブ に 引 き 掛 け ら れ 、 さ ら に 、 前 記 二 つ の ア ー ム が 超 音 波 探 触 子 を 解 放 す る と 同 時 に 前 記 フ
ッ ク が ス リ ー ブ か ら 外 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ に お い て 、
　 前 記 ス リ ー ブ は 、 そ の 伸 長 方 向 に 沿 っ た 少 な く と も 一 部 分 に 、 伸 長 方 向 に 垂 直 な 断 面 に
お け る 外 周 が ス リ ー ブ の 回 転 を 防 止 す る た め の 形 状 で あ る 回 転 防 止 部 を 備 え 、
　 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 は 、 ス リ ー ブ の 伸 長 方 向 に 沿 っ て 伸 長 さ れ た ホ ル ダ を 備 え 、 当 該 ホ
ル ダ は 、 そ の 伸 長 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お け る 内 周 が 前 記 回 転 防 止 部 の 外 周 に 合 致 し た 形 状
で あ り 、
　 こ れ に よ り 、 前 記 ス リ ー ブ の 回 転 防 止 部 が 前 記 ホ ル ダ に 嵌 め 込 ま れ た 状 態 で 当 該 ス リ ー
ブ が ア ダ プ タ 本 体 部 へ 固 定 さ れ て ア ダ プ タ 本 体 部 に 対 す る 当 該 ス リ ー ブ の 回 転 が 防 止 さ れ
る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 穿 刺 ア ダ プ タ に 関 し 、 特 に 超 音 波 探 触 子 に 取 り 付 け ら れ る 穿 刺 ア ダ プ タ に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 直 腸 や 膣 な ど の 体 腔 に 挿 入 し て 超 音 波 診 断 を 行 う た め の 体 腔 内 挿 入 用 の 超 音 波 探 触 子 が
知 ら れ て い る 。 そ の 超 音 波 探 触 子 を 用 い て 超 音 波 画 像 を 見 な が ら 穿 刺 に よ り 組 織 の 採 取 な
ど を 行 う 場 合 に は 、 穿 刺 ア ダ プ タ を 超 音 波 探 触 子 に 装 着 し 、 そ の 穿 刺 ア ダ プ タ に 穿 刺 針 を
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取 り 付 け て 所 望 部 位 へ の 穿 刺 が 行 わ れ る 。 そ し て 従 来 か ら 、 穿 刺 ア ダ プ タ や そ れ が 取 り 付
け ら れ る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 様 々 な 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 下 記 特 許 文 献 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 穿 刺 針 を 通 す パ イ プ （ ス リ ー ブ ） が 穿 刺 ア ダ プ タ の 本 体 か ら
取 り 外 し 可 能 な 構 成 が 示 さ れ て い る 。 こ の 構 成 に よ り 、 パ イ プ が 汚 損 さ れ た 場 合 に パ イ プ
の み が 交 換 可 能 と な り 、 穿 刺 ア ダ プ タ ご と の 交 換 を よ り 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ９ ４ ２ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ ０ － ９ ２ ７ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ４ － ８ ４ ９ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ３ － ８ ６ １ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 穿 刺 針 を 通 す た め の パ イ プ （ ス リ ー ブ ） が 自 在 に 着 脱 さ れ る 構 成 の 穿 刺 ア ダ プ タ に お い
て は 、 穿 刺 ア ダ プ タ の 本 体 部 に ス リ ー ブ を 確 実 に 且 つ し っ か り と 固 定 し て お く 必 要 が あ る
。 こ の た め 、 従 来 か ら 、 ス リ ー ブ の 固 定 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 穿 刺 ア ダ プ タ の 提 供 が
望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ う し た 背 景 に お い て 成 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 確 実 に ス リ ー ブ を
固 定 す る こ と が で き る 穿 刺 ア ダ プ タ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 好 適 な 態 様 で あ る 穿 刺 ア ダ プ タ は 、 超 音 波 探 触 子
へ 自 在 に 着 脱 さ れ 、 さ ら に 、 穿 刺 針 を 通 す た め の ス リ ー ブ が 自 在 に 着 脱 さ れ て 穿 刺 針 の 太
さ に 応 じ た ス リ ー ブ が 選 択 的 に 装 着 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ に お い て 、 ス リ ー ブ の 伸 長 方 向 に
沿 っ た ス リ ー ブ 挿 入 溝 が 設 け ら れ た ア ダ プ タ 本 体 部 と 、 前 記 ス リ ー ブ 挿 入 溝 に 挿 入 さ れ た
ス リ ー ブ を 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 へ 固 定 す る ス リ ー ブ 固 定 部 と 、 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 を 超 音
波 探 触 子 へ 固 定 す る ア ダ プ タ 固 定 部 と 、 を 有 し 、 前 記 ア ダ プ タ 固 定 部 に よ る ア ダ プ タ 本 体
部 の 固 定 動 作 に 連 動 し て 前 記 ス リ ー ブ 固 定 部 が ス リ ー ブ を 固 定 し 、 さ ら に 、 前 記 ア ダ プ タ
固 定 部 に よ る ア ダ プ タ 本 体 部 の 解 放 動 作 に 連 動 し て 前 記 ス リ ー ブ 固 定 部 が ス リ ー ブ を 解 放
す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 で は 、 ア ダ プ タ 本 体 部 を 超 音 波 探 触 子 へ 固 定 す る 動 作 と ス リ ー ブ を ア ダ プ タ 本
体 部 へ 固 定 す る 動 作 が 連 動 し て い る た め 、 ア ダ プ タ 本 体 部 が 超 音 波 探 触 子 へ 固 定 さ れ て い
る 場 合 に は 、 確 実 に ス リ ー ブ が ア ダ プ タ 本 体 部 に 固 定 さ れ る 。 つ ま り 、 穿 刺 ア ダ プ タ を 超
音 波 探 触 子 か ら 外 さ な い か ぎ り 、 穿 刺 ア ダ プ タ か ら ス リ ー ブ を 外 す こ と が で き な い た め 、
例 え ば 、 手 術 中 に 誤 っ て ス リ ー ブ を 脱 落 さ せ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 ス リ ー ブ 固 定 部 は 、 ス リ ー ブ の く び れ 部 分 に 引 き 掛 け ら れ る こ と に よ
り 当 該 ス リ ー ブ を 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 へ 固 定 す る フ ッ ク で 構 成 さ れ 、 前 記 ア ダ プ タ 固 定 部
は 、 超 音 波 探 触 子 を 挟 持 す る こ と に よ り 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 を 超 音 波 探 触 子 へ 固 定 す る 二
つ の ア ー ム で 構 成 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 二 つ の ア ー ム の う ち の 一 方 の ア ー ム と 前 記 フ ッ ク は 、 互 い に 固 定 的 に
連 接 さ れ 、 前 記 二 つ の ア ー ム は 、 前 記 一 方 の ア ー ム と 前 記 フ ッ ク と の 連 接 部 を 支 点 と し て
開 閉 自 在 に 交 差 す る よ う に 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 へ 取 り 付 け ら れ 、 こ れ に よ り 、 前 記 二 つ の
ア ー ム が 超 音 波 探 触 子 を 挟 持 す る と 同 時 に 前 記 フ ッ ク が ス リ ー ブ に 引 き 掛 け ら れ 、 さ ら に
、 前 記 二 つ の ア ー ム が 超 音 波 探 触 子 を 解 放 す る と 同 時 に 前 記 フ ッ ク が ス リ ー ブ か ら 外 さ れ
る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 ス リ ー ブ は 、 そ の 伸 長 方 向 に 沿 っ た 少 な く と も 一 部 分 に 、 伸 長 方 向 に
垂 直 な 断 面 に お け る 外 周 が ス リ ー ブ の 回 転 を 防 止 す る た め の 形 状 で あ る 回 転 防 止 部 を 備 え
、 前 記 ア ダ プ タ 本 体 部 は 、 ス リ ー ブ の 伸 長 方 向 に 沿 っ て 伸 長 さ れ た ホ ル ダ を 備 え 、 当 該 ホ
ル ダ は 、 そ の 伸 長 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お け る 内 周 が 前 記 回 転 防 止 部 の 外 周 に 合 致 し た 形 状
で あ り 、 こ れ に よ り 、 前 記 ス リ ー ブ の 回 転 防 止 部 が 前 記 ホ ル ダ に 嵌 め 込 ま れ た 状 態 で 当 該
ス リ ー ブ が ア ダ プ タ 本 体 部 へ 固 定 さ れ て ア ダ プ タ 本 体 部 に 対 す る 当 該 ス リ ー ブ の 回 転 が 防
止 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 穿 刺 ア ダ プ タ に よ り 、 ア ダ プ タ 本 体 部 が 超 音 波 探 触 子 へ 固 定 さ れ て い る 場 合 に
確 実 に ス リ ー ブ が ア ダ プ タ 本 体 部 に 固 定 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ の 好 適 な 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 図 １
に は 、 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ の 外 観 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ は 、 ア ダ プ タ 本 体 １ ２ 、 二 つ の ア ー ム １ ４ ， １ ６ お よ び フ ッ ク １ ８ で
構 成 さ れ て お り 、 ス リ ー ブ ２ ０ が ア ダ プ タ 本 体 １ ２ へ 自 在 に 着 脱 さ れ る 。 な お 、 図 １ の （
Ａ ） に は 、 ス リ ー ブ ２ ０ が ア ダ プ タ 本 体 １ ２ へ 挿 入 さ れ る （ あ る い は ア ダ プ タ 本 体 １ ２ か
ら 抜 き 取 ら れ る ） 状 態 を 示 し て お り 、 図 １ の （ Ｂ ） に は 、 ス リ ー ブ ２ ０ が ア ダ プ タ 本 体 １
２ へ 挿 入 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。 本 実 施 形 態 の 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ は 、 例 え ば 、 直 腸 や 膣
な ど の 体 腔 に 挿 入 し て 超 音 波 診 断 を 行 う た め の 体 腔 内 挿 入 用 の 超 音 波 探 触 子 な ど に 取 り 付
け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 穿 刺 ア ダ プ タ が 超 音 波 探 触 子 へ 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 し て お り 、 図 ２ の （ Ａ
） は 、 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ の 取 り 付 け 側 （ 上 方 ） か ら み た 外 観 図 で あ り 、 図 ２ の （ Ｂ ） は 、
穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ の 取 り 付 け 側 と は 反 対 側 （ 下 方 ） か ら み た 外 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 体 腔 内 挿 入 用 の 超 音 波 探 触 子 ３ ０ は 、 体 腔 内 へ の 挿 入 を 容 易 に す る た め に 、 棒 状 に （ 円
筒 状 に ） 伸 長 さ れ た 挿 入 部 ３ ２ を 備 え て い る 。 ち な み に 、 そ の 挿 入 部 ３ ２ の 先 端 部 ３ ２ ａ
に 超 音 波 振 動 子 が 内 蔵 さ れ る 。 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 ３ ０ の 挿 入 部 ３ ２ の 伸
長 方 向 に 沿 っ て 伸 長 さ れ て お り 、 挿 入 部 ３ ２ に 沿 う よ う に 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 穿 刺
ア ダ プ タ １ ０ か ら 先 端 部 ３ ２ ａ 側 に 向 け て 、 図 示 し な い 穿 刺 針 が 突 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 図 １ に 戻 っ て 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ の 構 造 を 説 明 す る 。 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ の ア ダ プ タ
本 体 １ ２ は 、 超 音 波 探 触 子 の 挿 入 部 （ 図 ２ の 符 号 ３ ２ ） の 伸 長 方 向 に 沿 っ て 伸 長 さ れ て い
る 。 ま た 、 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ に は 、 ス リ ー ブ ２ ０ が 自 在 に 着 脱 さ れ る 。 ス リ ー ブ ２ ０ は 、
図 示 し な い 穿 刺 針 を ガ イ ド す る も の で あ り 、 細 い 管 状 （ ス ト ロ ー 状 ） に 形 成 さ れ る 。 穿 刺
針 は 、 針 挿 入 口 ２ ２ か ら 挿 入 さ れ て ス リ ー ブ ２ ０ 内 を 通 り 、 そ し て ア ダ プ タ 本 体 １ ２ の 先
端 部 １ ２ ｔ 側 か ら 穿 刺 針 の 先 端 が 突 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス リ ー ブ ２ ０ は 、 穿 刺 針 の 太 さ に 応 じ て 複 数 本 の セ ッ ト と し て 準 備 さ れ る こ と が 望 ま し
い 。 つ ま り 、 穿 刺 針 の 太 さ に 応 じ て 異 な る 内 径 の 複 数 本 の ス リ ー ブ ２ ０ が 準 備 さ れ 、 そ れ
ら 複 数 本 の ス リ ー ブ ２ ０ の 中 か ら 利 用 す る 穿 刺 針 に 対 応 し た ス リ ー ブ ２ ０ が 選 択 的 に 用 い
ら れ る こ と が 望 ま し い 。 な お 、 セ ッ ト と し て 準 備 さ れ る 複 数 本 の ス リ ー ブ ２ ０ の 外 径 は 、
穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ に 適 合 し た 同 一 径 に 揃 え ら れ る 。 つ ま り 、 ス リ ー ブ ２ ０ は 、 穿 刺 ア ダ プ
タ １ ０ の ア ダ プ タ 本 体 １ ２ に 設 け ら れ た 溝 に 挿 入 さ れ る た め 、 複 数 本 の ス リ ー ブ ２ ０ の 外
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径 は ア ダ プ タ 本 体 １ ２ の 溝 に 適 合 し た 径 に 揃 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ア ダ プ タ 本 体 １ ２ の 溝 に 挿 入 さ れ た ス リ ー ブ ２ ０ は 、 フ ッ ク １ ８ に よ っ て ア ダ プ タ 本 体
１ ２ へ 固 定 さ れ る 。 ス リ ー ブ ２ ０ に は 、 針 挿 入 口 ２ ２ の 近 傍 に フ ッ ク 受 け ２ ４ が 設 け ら れ
て い る 。 フ ッ ク 受 け ２ ４ は 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 伸 長 方 向 で 隣 接 す る 他 の 部 分 よ り も 径 が 小 さ
く 、 く び れ た 形 状 で あ る 。 そ し て 、 ス リ ー ブ ２ ０ が ア ダ プ タ 本 体 １ ２ の 溝 に 挿 入 さ れ た 状
態 、 つ ま り 、 図 １ の （ Ｂ ） に 示 す 状 態 に お い て 、 フ ッ ク １ ８ の 位 置 に フ ッ ク 受 け ２ ４ が 配
置 さ れ る 。 さ ら に 、 こ の 状 態 で フ ッ ク １ ８ が フ ッ ク 受 け ２ ４ に 引 き 掛 け ら れ る 。 こ の た め
、 フ ッ ク １ ８ が 引 き 掛 け ら れ る と ス リ ー ブ ２ ０ の 伸 長 方 向 の ず れ が 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ス リ ー ブ ２ ０ は 、 全 体 と し て 細 い 円 筒 形 で あ る 。 そ こ で 、 ア ダ プ タ 本 体 １ ２ に 挿 入 さ れ
た ス リ ー ブ ２ ０ の 伸 長 方 向 を 軸 と す る 回 転 を 抑 え る た め に 、 ス リ ー ブ ２ ０ に は 回 転 ス ト ッ
パ ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 回 転 ス ト ッ パ ２ ６ は 、 そ の 断 面 形 状 が 略 正 方 形 で あ る 。 つ ま り
、 ス リ ー ブ ２ ０ の 伸 長 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お け る 外 周 の 形 状 が 、 正 方 形 の 四 つ の 角 を 丸 め
た 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 ア ダ プ タ 本 体 １ ２ に は 、 回 転 ス ト ッ パ ２ ６ が 嵌 め 込 ま れ る ホ ル ダ １ ２ ａ が 設 け ら
れ て い る 。 ホ ル ダ １ ２ ａ は 、 収 容 さ れ る 回 転 ス ト ッ パ ２ ６ を 包 み 込 む よ う に 形 成 さ れ て い
る 。 ホ ル ダ １ ２ ａ の 断 面 は 、 回 転 ス ト ッ パ ２ ６ の 断 面 に 対 応 し た 形 状 に な っ て い る 。 つ ま
り 、 ホ ル ダ １ ２ ａ は 、 ア ダ プ タ 本 体 １ ２ の 伸 長 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お け る 内 周 の 形 状 が 、
回 転 ス ト ッ パ ２ ６ の 外 周 の 形 状 に 合 致 し た 略 正 方 形 と な っ て い る 。 こ の た め 、 ス リ ー ブ ２
０ が ア ダ プ タ 本 体 １ ２ の 溝 に 挿 入 さ れ た 状 態 、 つ ま り 、 図 １ の （ Ｂ ） に 示 す 状 態 に お い て
、 回 転 ス ト ッ パ ２ ６ が ホ ル ダ １ ２ ａ に 嵌 め 込 ま れ て 、 ス リ ー ブ ２ ０ の ア ダ プ タ 本 体 １ ２ に
対 す る 回 転 が 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ は 、 二 つ の ア ー ム １ ４ ， １ ６ に よ っ て 超 音 波 探 触 子 に 固
定 さ れ る 。 そ し て 、 二 つ の ア ー ム １ ４ ， １ ６ に よ る 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ の 固 定 動 作 に 連 動 し
て フ ッ ク １ ８ が ス リ ー ブ ２ ０ を 固 定 し 、 ま た 、 二 つ の ア ー ム １ ４ ， １ ６ に よ る 穿 刺 ア ダ プ
タ １ ０ の 解 放 動 作 に 連 動 し て フ ッ ク １ ８ が ス リ ー ブ ２ ０ を 解 放 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ア ー ム １ ４ と フ ッ ク １ ８ は 、 互 い に 固 定 的 に 連 接 さ れ て 、 Ｓ 字 状 の 部 材 を 構 成 し て い る
。 こ の Ｓ 字 状 の 部 材 は 、 予 め 一 つ の 部 材 と し て 形 成 さ れ て も よ い し 、 ア ー ム １ ４ と フ ッ ク
１ ８ が 接 合 さ れ て 形 成 さ れ て も よ い 。 そ し て 、 こ の Ｓ 字 状 の 部 材 の ア ー ム １ ４ と フ ッ ク １
８ の 境 界 部 （ 連 接 部 ） １ ７ を 支 点 と し て 、 二 つ の ア ー ム １ ４ ， １ ６ が 開 閉 自 在 に 交 差 す る
よ う に ア ダ プ タ 本 体 １ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 二 つ の ア ー ム １ ４ ， １ ６ は 、 超 音 波 探 触 子 を 囲 ん だ 状 態 で 閉 じ る こ と に よ っ て 、 超 音 波
探 触 子 を 挟 持 し て 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ を 超 音 波 探 触 子 へ 固 定 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。 な お 、 超 音
波 探 触 子 を 固 定 す る 際 、 ア ー ム １ ４ の ア ー ム ス ト ッ パ １ ４ ａ が 、 ア ー ム １ ６ の ス ト ッ パ 受
け １ ６ ａ に 引 き 掛 け ら れ て 、 二 つ の ア ー ム １ ４ ， １ ６ が 互 い に 固 定 さ れ る 。 一 方 、 超 音 波
探 触 子 か ら 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ を 取 り 外 す 際 に は 、 ア ー ム ス ト ッ パ １ ４ ａ が ス ト ッ パ 受 け １
６ ａ か ら 外 さ れ て 、 そ し て 二 つ の ア ー ム １ ４ ， １ ６ を 開 く こ と に よ り 、 超 音 波 探 触 子 が 解
放 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム １ ４ と フ ッ ク １ ８ が 互 い に 固 定 的 に 連 接 さ れ て お り 、 さ ら に 、
境 界 部 １ ７ を 支 点 と し て 二 つ の ア ー ム １ ４ ， １ ６ が 開 閉 自 在 に 交 差 し て い る た め 、 ア ー ム
１ ４ の 開 閉 動 作 に 連 動 し て フ ッ ク １ ８ が 動 作 す る 。 つ ま り 、 ス リ ー ブ ２ ０ が ア ダ プ タ 本 体
１ ２ の 溝 に 挿 入 さ れ た 状 態 、 つ ま り 、 図 １ の （ Ｂ ） に 示 す 状 態 に お い て 、 二 つ の ア ー ム １
４ ， １ ６ が 超 音 波 探 触 子 を 挟 持 す る と 、 そ れ と 同 時 に フ ッ ク １ ８ が ス リ ー ブ ２ ０ に 引 き 掛
け ら れ る 。 ま た 、 二 つ の ア ー ム １ ４ ， １ ６ が 超 音 波 探 触 子 を 解 放 す る と 同 時 に フ ッ ク １ ８
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が ス リ ー ブ ２ ０ か ら 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ は 、 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ の 超 音 波 探 触 子 へ の
取 り 付 け と ス リ ー ブ ２ ０ の 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ へ の 固 定 が 同 時 に 行 わ れ る 一 括 ロ ッ ク タ イ プ
と な っ て い る 。 こ の た め 、 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ の 取 り 付 け と ス リ ー ブ ２ ０ の 固 定 を そ れ ぞ れ
別 に 行 う 手 間 が 省 け る こ と に 加 え 、 例 え ば 、 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ の 取 り 付 け の み を 行 っ て ス
リ ー ブ ２ ０ の 固 定 を 忘 れ て し ま う よ う な こ と が な い 。 つ ま り 、 確 実 に ス リ ー ブ ２ ０ の 固 定
が 行 わ れ る 。 ま た 、 穿 刺 ア ダ プ タ １ ０ を 取 り 外 さ な い 限 り ス リ ー ブ ２ ０ が 外 れ な い た め 、
ス リ ー ブ ２ ０ の み を 誤 っ て 取 り 外 し て し ま う こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 上 述 し た 実 施 形 態 は 、 あ ら ゆ る 点 で 単 な
る 例 示 に す ぎ ず 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ が 超 音 波 探 触 子 へ 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ ０ 　 穿 刺 ア ダ プ タ 、 １ ２ 　 ア ダ プ タ 本 体 、 １ ４ ， １ ６ 　 ア ー ム 、 １ ８ 　 フ ッ ク 、 ２ ０
　 ス リ ー ブ 。
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